
営 農 支 援
地図システム

圃場を紙で管理していませんか？

簡易な地図システムからデジタル化、始めてみませんか？

営農支援システム

主な機能

例）新規作成

例）刈取状況（作業進捗）

圃場閲覧

圃場編集

レイヤ表示

他GISとの連携

作付状況分析
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圃場図・属性情報（作付作物、面積などの圃場情報）や
航空写真の閲覧ができます。さらに圃場番号をキーと
して、圃場図を起点に土壌分析、生産履歴などのデータを
繋げることができます。 圃場図の新規作成、形状変更、合筆、分筆、削除ができます。

また、属性情報（作付作物、面積などの圃場情報）の更新が
できます。

作物の刈取状況（作業進捗）や災害が発生した際の被害
状況などをレイヤ登録することで、圃場図上で視覚的（色）
に状況を把握することができます。

現在、日立社製の圃場管理システム「GeoMationFarm」
とデータ共有をしていますが、他社の地図システムについ
ても連携（手動）が可能です。

過年度の圃場情報を活用し、輪作体系を確認・分析する
ことができます。
確認方法は、「色で表現し、視覚的に捉える方法」や「データ
を一覧表示し、詳細情報を捉える方法」があります。

例）形状変更 例）合筆、分筆




